
日本膜学会は 2014年より膜誌論文賞を創設いたしました．膜誌に掲載された論文の中から，審査委員会におい
て厳正な審査を行い，各発行年ごとに選定します．対象となる論文は原著論文です．会員の皆様からの積極的な
投稿をお待ちしております．
なお，2016年発行膜誌論文賞の受賞は，下記の通りです．
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膜誌論文賞のお知らせ

5月 27日，日本膜学会総会にて 2016年発行
膜誌論文賞表彰式が行われました．
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